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始
め
よ
う

面
積
の
約
6
割
を
占
め
る
森
は
、
御
嵩
町
の
宝
。

こ
こ
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
、

き
っ
と
あ
る
は
ず
。
森
の
た
め
に
な
る
こ
と
、

ち
ょ
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

生
み
出
そ
う

御
嵩
町
に
住
む
人
、
学
ぶ
人
、
働
く
人…

多
く
の
人
の
活
力
が
生
ま
れ
、

ま
ち
の
い
た
る
と
こ
ろ
が
元
気
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ち
の
元
気
な
人…

今
ま
さ
に
、
ど
ん
ど
ん
誕
生
し
て
い
る
。

感
じ
よ
う

眩
し
い
く
ら
い
ま
ち
全
体
が
元
気
に
な
っ
て
い
る
。

元
気
な
ま
ち
で
暮
ら
す
人
々
は
、
豊
か
さ
と
潤
い
を
感
じ
、

き
っ
と
こ
う
思
っ
て
い
る
は
ず
。

「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
ね
」

「
ず
っ
と
こ
こ
で
元
気
に
暮
ら
し
た
い
」

P4

駆
け
抜
け
る
空
気
、
流
れ
る
水
、
肥
沃
な
大
地
。

何
だ
か
、
前
よ
り
も
輝
い
て
い
る
か
も
。

み
ん
な
が
少
し
頑
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
ん
な
に
変
わ
る
な
ん
て
。

ま
ち
の
魅
力
を
も
っ
と
磨
い
て
、
輝
き
を
強
く
し
て
み
た
い
。

磨
こ
う
P10

P14

P20

の
宝
。

こ
と
、

、

P4

みんなも
おいでよ！

ひ
よ
く
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育
も
う

御
嵩
町
の
こ
と
を
好
き
だ
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
、

や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
も
の
。

も
っ
と
良
く
し
た
い
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
未
来
に
残
し
た
い…

そ
ん
な
気
持
ち
が
生
ま
れ
て
き
た
ら
、
ぜ
ひ
育
て
よ
う
。

みたけの森で生まれた
妖精で、環境保全・エコ
活動に活発な男の子。

ぼくも
御嵩町が
大好きだ！

「わ」があるから、
どんどん良く

なっていくんだね！

み
た
け
の
「
わ
」
は
、
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
。

人
と
人
、
人
と
ま
ち
が
お
互
い
を
思
い
や
る
「
和
」。

多
く
の
魅
力
が
つ
な
が
り
共
に
輝
く
「
輪
」。

魅
力
あ
る
ま
ち
の
姿
を
未
来
へ
と
残
す
「
話
」。

次
々
と
「
環
」
の
よ
う
に
止
ま
る
こ
と
な
く
巡
っ
て
い
く
こ
と
で

ど
ん
ど
ん
魅
力
が
増
え
て
輝
い
て
い
く
。

み
た
け
の
「
わ
」
は
、
御
嵩
町
に
し
か
な
い
、
こ
こ
だ
け
の
も
の
。

御
嵩
町
が
「
わ
」
に
よ
っ
て
、

ど
ん
な
魅
力
が
増
え
、
ど
ん
な
風
に
輝
い
て
い
る
の
か

そ
の
理
由
を
探
し
に
行
っ
て
み
よ
う
。

み
た
け
が

「
わ
」な
理
由
。

広
め
よ
う

ま
ち
も
人
も
輝
く
と
こ
ろ
。

そ
れ
は
み
ん
な
の
注
目
の
的
。

御
嵩
町
に
興
味
を
持
つ
人
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。

ま
ち
の
良
さ
、
も
っ
と
も
っ
と
広
め
よ
う
。

P24

P30

御嵩町
シンボルキャラクター
ミーモくん
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始
め
よ
う

ま
ず
は
森
を
知
り
、そ
し
て
始
め
よ
う

みたけの森の水車
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御
嵩
町
は
、
岐
阜
県
中
南
部
木
曽

川
南
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

約
60
％
が
森
林
と
い
う
、
緑
豊
か

な
風
景
が
広
が
る
ま
ち
で
、
そ
ん
な

自
然
の
豊
か
さ
を
身
近
に
体
験
で
き

る
の
が
生
活
環
境
保
全
林
「
み
た
け

の
森
」
で
す
。

　
「
み
た
け
の
森
」
は
、
自
然
林
を
利

用
し
て
整
備
さ
れ
た
約
70 
ha
を
誇
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
。
春
に
は
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
、
夏
に
は
サ
サ
ユ

リ
、
秋
に
は
紅
葉
、
冬
に
は
雪
景
色
と

い
っ
た
四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
芝
生
広
場
や
自

然
歩
道
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
る
た

め
、
自
然
を
傷
つ
け
ず
守
り
な
が
ら
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

御
嵩
町
は
、
自
然
を
大
切
に
し
て
い

る
ま
ち
で
す
。
そ
れ
は
、
御
嵩
町
の
位

置
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
御
嵩
町
の
森

林
で
蓄
え
ら
れ
た
水
は
、
木
曽
川
に
流

れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
下
流
に
は
、
多

く
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
暮

ら
し
を
支
え
る
豊
か
で
き
れ
い
な
「
水
」

は
、
実
は
御
嵩
町
の
森
林
の
豊
か
さ
に

関
係
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
場
所
の

環
境
が
悪
化
す
る
と
、
下
流
地
域
の

水
環
境
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
森
林
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
御
嵩
町
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
人
々
の
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

御
嵩
町
は…

ど
ん
な
場
所
？

？

ぼくの
生まれた森を
見に行こう！

御
嵩
町
は

森
と
共
生
し
て
い
る

ま
ち
で
す
。

！木曽川

緑豊かな「みたけの森」

整備された御嵩町の森林

愛知県愛知県

御嵩町の森林は、
下流域のみんなの生活を
支えている大切な
場所なんだね

御嵩町

5



森が
できるまで

企業が社会貢献活動として、森林の除伐や作業

歩道の補修など、自ら森林整備に取り組む企業

の森づくりを推進しています。

雑草や小さな木などを刈り
払い、苗木を植えるための
準備を行います。

整地1

穴を掘って苗木を植えま
す。2～3年目にかけ、根付い
ているかチェックします。

植林2

苗木に日光や栄養を与える
ため、雑草などを刈り払って
いきます。

下刈り3

森
を
守
る
っ
て…

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

？
誰
も
が
同
じ

「
未
来
」へ
の
想
い
が

原
動
力
。

！

みんなが
森や環境を大切に
思っているんだね

森づくりをともに

企業との協働による
森林づくり

全ての小中学校において環境教育を実施してい

るほか、子ども向けの環境講座のプログラム教

材やコンテンツなどを開発し、地域や家庭内で

の取り組みに活用しています。

未来を担う子どもと森

環境学習

企業が積極的に森づくりに参加

環境マイスターの説明を熱心に聞く中学生
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育てたい樹木の生育を妨
げるほかの樹木を刈り払
います。

除伐4
植林から40～50年経った
ら木を切り、板や柱に。その
後は、また整地をして苗木
を植えます。

伐採7

御
嵩
町
が
所
有
す
る
森
林
（
町
有
林
）

は
民
間
事
業
体
が
持
つ
森
林
施
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
信
用
力
を
活
用
し
、
適
正
な

管
理
と
森
林
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
森
林
経
営
信
託
方
式
を

導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
方
式
に
よ
る
森

林
整
備
を
「
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り

の
モ
デ
ル
」
と
し
て
森
林
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
国
で
２
例
目
と
な
る

森
林
経
営
信
託
方
式
導
入

御嵩町民により結成された森林ボランティア「水

土里（みどり）隊」。炭焼き施設を備えた拠点

施設の設置や、森林を手入れしてマツタケ山の

再生に取り組んでいます。

森づくりは人づくり

ボランティア活動

身近にできるエコ活動や自然環境の紹介などを

通して、年代を問わず参加・来場した人に環境

について考えてもらえるイベントを多数企画・開

催しています。

イベント開催

森づくりに
詳しい人たちが
力を合わせるって
ことなんだね

移転登記
信託登記

林業経営
実績報告信託契約（信託期間10年）

10年後に管理された森林が返還される

利用間伐等

配当 積立

収益

信託手数料

次
期
管
理
費

販
売

管理

剰余金

持続可能な森林づくり

御
嵩
町（
森
林
所
有
者
）

可
茂
森
林
組
合

委託者 受託者

楽しく面白く学ぶ

枝を切り落とすことで、節
のない良質な木材へと育
ちます。

枝打ち5

育てたい木同士の競争を
軽減するため、一部の樹
木を切っていきます。

間伐6

環境フェアで楽しみながらエコを学ぶ小学生たち

子どもに体験してもらうことも大切です
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環
境
モ
デ
ル
都
市
と
は
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

大
幅
な
削
減
を
掲
げ
、
先
駆
的
な
取

り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
都
市
と
し

て
国
か
ら
選
定
さ
れ
た
ま
ち
の
こ
と
。

　

御
嵩
町
は
、平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

３
月
15
日
、
岐
阜
県
内
唯
一
の
環
境
モ

デ
ル
都
市
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

森林の再生公共交通の再生と
次世代自動車への転換

12 御
嵩
町
が「
環
境
モ
デ
ル

都
市
」っ
て
知
っ
て
た
？

？
低
炭
素
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

『
み
た
け
』を

め
ざ
す
。 

！

町の大切な
宝である森を
守るんだ！

みんなで
公共交通機関を
利用しよう！

町民・事業者の
みんなと一緒に
協力して
進めているよ

森林の適正管理と有効活用を図るた

めの森林経営信託方式の採用をはじ

め、企業やボランティア、学校など、

様々な団体との協働による森林や里

山の再生を推進しています。

名鉄広見線の利用を促進するとともに、バスによる鉄

道駅へのアクセス整備、パーク＆ライドのさらなる利

用啓発、ノーマイカーデー運動の推進、自転車を利

用しやすい環境整備などを行い、「過度に自動車交通

に頼らないまち」の実現をめざしています。

名鉄広見線は
御嵩町の
シンボル！

森林整備で
CO2吸収量
UP！
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家庭・事業所での
削減活動

人づくり・
場づくりの推進

35
分散型

エネルギーへのシフト

4

身近にできる
ことから

始めていこう！

いざという時に
エネルギーが使える
体制づくりが
大切なんだ！

環境モデル都市
について、

たくさんの人に
知ってもらうんだ！

家庭における日常生活レベルでのＣＯ2 削減の取り組

みを継続的に進めるとともに、省エネ住宅化による大

幅なＣＯ2 削減を同時に推進しています。また、家庭

からの廃棄物削減、廃食用油などの再資源化、事業

所の自主的な削減活動の促進に取り組んでいます。

小・中学校や地域など、広く住民に対して環境教育

を進めることで住民の環境意識を高めていくだけでな

く、町内外の高校との連携、環境モデル都市に関す

る積極的な情報発信、他の環境モデル都市との交流

を図り、取り組みの一層の普及拡大をめざしています。

避難所として指定されている公共施設に太陽光発電

など再生可能エネルギーの積極的導入を進めるとと

もに、災害時にエネルギー融通ができる体制づくりな

どに取り組み、ＣＯ2 削減だけでなく、災害にも強い低

炭素なまちづくりに取り組んでいます。

リサイクル
ステーションで
しっかり分別！

御嶽宿
さんさん広場の
太陽光パネルで
エコ推進！

エコファッション
ショーを通して
環境について

考えるきっかけに！
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磨
こ
う

夏の田園風景

自
然
の
魅
力
、も
っ
と
磨
い
て
い
こ
う
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写真で綴る

四季彩STORY
みんなが大切に思っている
自然は、春夏秋冬
様々な色合いで
まちを彩っています。

眼下にまちをのぞむ

桜のトンネルが美しい南山公園

巨岩の景勝地鬼岩公園

紅葉が美しいみたけの森

写

白く染まる冬の可児川

御嵩町には、
いろんな表情が
あるんだね

群生するササユリ
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人
の
営
み
と
自
然
が
織
り
な
す
里

山
の
ま
ち
御
嵩
町
。
オ
オ
タ
カ
を
は

じ
め
と
す
る
全
国
的
に
絶
滅
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
生
物
も
生
息
す
る
な
ど
、

昔
か
ら
多
く
の
野
生
生
物
が
私
た
ち

人
間
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
希
少
な
動
植
物
た
ち
を
こ
れ
か
ら

も
守
っ
て
い
き
た
い―

―

。
そ
ん
な
想

い
を
次
世
代
へ
と
受
け
継
い
で
い
く
た

め
、
町
独
自
の
「
御
嵩
町
希
少
野
生

生
物
保
護
条
例
」
の
制
定
や
「
御
嵩

町
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
の
発
刊

な
ど
、
独
自
の
環
境
保
全
政
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
御
嵩
町
に

生
息
す
る
希
少
な
動
植
物
た
ち
を
「
町

指
定
希
少
野
生
生
物
」
に
指
定
。
生

き
て
い
る
個
体
の
捕
獲
や
採
取
に
つ
い

て
制
限
し
て
い
ま
す
。

　
潤
い
と
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
豊
か
な

環
境
は
、
人
と
生
物
ど
ち
ら
に
と
っ
て

も
魅
力
的
で
暮
ら
し
や
す
い
場
所
。
こ

の
環
境
を
未
来
へ
残
し
て
い
く
こ
と

は
、
御
嵩
町
の
大
事
な
使
命
で
も
あ

り
ま
す
。

みんなで自然を
守っていくんだ！

平成17年（2005）に初版を発刊後、調
査を重ねながら最新データを反映した
レッドデータブックを作成・発刊してい
ます。

御嵩町版レッドデータブック
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ヒメヒカゲ

ヨタカ

セッコク

ミカワシオガマ

タマシギ

キンラン

オオタカ

カザグルマ
ホトケドジョウ

すべて御嵩町指定
希少野生生物に
指定されている
ものだよ
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生
み
出
そ
う

ま
ち
の
元
気
、ど
ん
ど
ん
増
や
そ
う

工業団地
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日
本
の
工
業
生

産
の
核
で
も
あ
る
中

部
地
方
に
あ
る
御

嵩
町
。
そ
の
な
か
で

も
、
御
嵩
町
の
活

力
を
担
う
企
業
ス

テ
ー
ジ
「
グ
リ
ー
ン

テ
ク
ノ
み
た
け
」は
、

全
体
の
４
割
以
上
を

公
園
や
緑
地
が
占
め
る

環
境
と
東
西
南
北
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
交
通
網
に
よ
り
生
ま

れ
る
抜
群
の
ア
ク
セ
ス
を
誇
る
場
所
と

し
て
、
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
に

完
成
し
ま
し
た
。
現
在
、
自
然
と
産

業
が
融
合
し
た
こ
の
地
に
多
く
の
企

業
が
進
出
。
そ
の
業
種
は
実
に
様
々

で
、
勢
い
あ
ふ
れ
る
多
種
多
様
な
活

力
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
事
組
合
法
人

ふ
し
み
営
農
は
、

水
田
営
農
を
展

開
す
る
営
農
集

団
。
委
託
を
受

け
た
田
ん
ぼ
で

の
米
づ
く
り
の
ほ
か
、
小
学
校
の
食
農

教
育
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

農
業
の
経
営
や
技
術
改
善
に
取
り
組

む
農
家
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
日
本

農
業
賞
」
の
岐
阜
県
代
表
に
選
ば
れ

る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
地
域
の
農
業

を
牽
引
す
る
先
駆
的
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
た
け

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

│
新
・
産
業
と
共
に
歩
む
│

新
し
い

農
業
形
態
の
誕
生

│
営
農
組
織
の
法
人
化
│

自然と利便性が
調和した場所で、
多くの人が

働いているんだね

養老
JCT

一宮
小牧
JCT

美濃関
JCT

可児御嵩
IC

名古屋

豊田東四日市

土岐IC

東海環状
自動車道

東名
高速道路

新東名
高速道路

名神
高速道路

伊勢湾岸
道路

東海北陸
自動車道

中央
自動車道

東海環状
自動車道

（事業中区間）

土岐
JCT

グリーンテクノみたけ

自動車の部品から建材品、段
ボールケースなど、多岐にわ
たる製品が作られています。
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亜
炭
と
は
、
木
が
湖
の
底
な
ど
に

堆
積
し
て
炭
化
し
た
も
の
。
石
炭
ほ

ど
炭
化
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
熱
量
は

低
い
も
の
で
し
た
が
、
燃
料
不
足
が

深
刻
で
あ
っ
た
太
平
洋
戦
争
中
や
戦

後
復
興
に
多
く
使
用
さ
れ
た
燃
料
で

す
。
中
京
圏
に
あ
る
工
業
地
帯
に
近

い
こ
と
や
亜
炭
が
比
較
的
浅
い
場
所
に

あ
っ
た
た
め
簡
単
に
掘
り
出
せ
た
こ
と

か
ら
、
か
つ
て
御
嵩
町
は
「
可
児
の
亜

炭
」「
亜
炭
の
御
嵩
」
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
、
亜
炭
産
業
で

栄
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
30
年

代
に
入
る
と
石
油
な

ど
の
燃
料
に
押
さ
れ

て
衰
退
し
、
や
が
て

す
べ
て
の
炭
鉱
が
閉

山
と
な
り
ま
し
た
。

生 み 出 そ う

全
国
有
数
を
誇
っ
た
亜
炭
の
生
産
。

当
時
は
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
し
た
。

亜
炭
鉱
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

亜炭

亜炭は
「黒いダイヤ」と
呼ばれていたんだ明治2年（1869）

　

明治9年（1876）
　

明治15年（1882）
　

明治27年（1894）

　

昭和13年（1938）

　

昭和18年（1943）

昭和20年（1945）

　

昭和21年（1946）

　

昭和22年（1947）

　

昭和32年（1957）

　

昭和33年（1958）
　

昭和42年（1967）

中村（現在の中地区）の亀谷
吉兵衛と金子光助の2人が、
旅帰りに大阪港で燃えて燃
料になるという黒い石を持ち
帰ったところ、裏山にある石
とよく似ていることから掘り
出しを始める

伏見村鶴島で亜炭採掘会社
第1号開業

大庭・長瀬・比衣・伏見一帯
で採掘の許可がおりる

日清戦争の影響などにより
製糸工場が増え、ボイラー燃
料として亜炭需要が増加

石炭の代用燃料・補助燃料
として、亜炭産業に活気が出
てくる

亜炭生産県第1位になる

亜炭を航空燃料にするため
一部の炭鉱を軍直属鉱に指
定し、召集兵を御嵩小学校に
宿泊させて生産増強にあたる

戦後の復員・引揚者等の就
職口になり、除々に活気を取
り戻す

亜炭生産高最大の年「可児
の亜炭」「亜炭の御嵩」として
その名を知られる

可児郡内（現在の御嵩町及
び可児市）で58万トンを出炭
し、亜炭景気再び盛況に

重油燃料に押されるように
なる

御嵩町内の亜炭鉱すべて閉山

新聞記者・ミーモ、
取材に行って
きました！

炭鉱で
働く人々

みたけ
通信
みたけ
通信
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取 材 メ モ

　
現
在
、
御
嵩
町
の
地
下
に
は
空
洞

の
ま
ま
の
採
掘
跡
が
い
た
る
と
こ
ろ
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
突
然

地
面
に
穴
が
空
い
た
り
、
地
面
が
下

が
る
な
ど
の
被
害
が
た
び
た
び
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
陥

没
が
発
生
す
る
危
険
性
か
ら
、
地
盤

調
査
や
空
洞
充
填
工
事
を
行
う
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

亜
炭
採
掘
の
歴
史
は
今
日
の
環
境
や

防
災
な
ど
、
多
様
な
分
野
へ
の
活
動

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

か
つ
て
亜
炭
の
一
大
産
地
と
し
て
発
展

し
た
御
嵩
町
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で

も
あ
り
ま
す
。

「亜炭鉱」という分野での産業発展は終わったけれど、そこから安全分野、環境分野など、いろんな分野の取り組みにつながっ
ていることがわかりました。これは、今を生きるぼくたちが、「歴史を大切にして新たな活力を生み出していこう」という大事な
取り組みなんだね！

亜 炭 鉱 か ら の メ ッ セ ー ジ

町の地下に残る
採掘跡は、なんと
ナゴヤドームの

約160倍（約8km2）もの
面積になるんだって！

採掘跡の空洞充填作業

亜炭鉱
ハザード
マップ

災害に対する正しい知識や
技術を習得し、災害時には救
援救護活動を担う防災リー
ダーを養成しています。

▲防災アカデミー

亜
炭
鉱
対
策
は
様
々
な
分
野
に

広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

太陽光発電システム設置補助金を利用された
方を対象として、災害時にエネルギーを融通し
て使える仕組みを導入しています。

▲太陽の恵みご近所支え合い登録
太陽光発電や蓄電池など、避難所が災害時にお
いてエネルギーを自給できるシステムの構築を
行っています。

▲自立型避難所 亜炭の歴史や空洞充填工事
について学ぶなど、様々な教
科の中で防災について学んで
います。

▲防災教育
子どもから大人まで、防災の
大切さや、いざという時の対
応を学ぶ場となっています。

▲防災訓練

防災と環境のつながり 亜炭の歴史から防災を学ぶ

充填剤製造プラント

蓄電池

じ
ゅ
う
て
ん

記者ミーモの記者ミーモの
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御
嵩
町
は
、産
業
、観
光
、

健
康
・
福
祉
、
歴
史
文
化

な
ど
、
多
く
の
分
野
で
活

躍
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
そ
し
て
今
も
、
多
く

の
取
り
組
み
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
数
々
の
取
り
組
み
は
、
す

べ
て
町
民
た
ち
の
「
御
嵩
町
を
元
気

に
！
」
と
い
う
想
い
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
熱
い
活
動
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

御
嵩
人

あ
っ
と
驚
く
ほ
ど

元
気
な

みたけ
華ずしの会

み
た
け
び
と

御嵩町は、
元気な人が
いっぱいだ！！

「御嵩町に特産品を」との想いから、新た

な郷土食として「みたけ華ずし」の開発・

普及に取り組んでいる団体です。普及のた

めのみたけ華ずし拠点をオープンさせ、ラ

ンチの提供や華ずし体験の実施など、多く

の人に華ずしの魅力を味わってもらえる仕

組みを作っています。現在、海外からの誘

客も視野に入れながら、日本食の代表「寿

司」の一つのジャンルとして育んでいます。

観光
分野
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MTK48
御嵩町オリジナルの介護予防体操「夢いろ

体操」を広く町内外の人に知ってもらうた

めに結成されたMTK48。65歳以上の高齢

者がメンバーとなり、町内だけでなく町外

のイベントにも精力的に参加、「明るく元気

な高齢者が暮らす御嵩町」をPRしています。

現在、新しい曲での介護予防体操を習得す

るなど、さらなる進化を続けています。

中山道
ゆったり伏見宿
旧伏見郵便局舎をミニ観光案内所として開

設し、中山道往来の休憩所として多くの旅

人をもてなしています。また、公共施設や

各商店の店先、各家庭などに雛飾りをおこ

なう「御嶽宿・伏見宿のひなまつり」をは

じめ、ミニ音楽会、ふれあいマーケットな

どを企画・運営し、多くの人が交流でき、

にぎわいを生み出せる機会づくりにも取り

組んでいます。

ぼくも
みんなに負けて
いられないや！！

健康・福祉
分野

観光
分野

名鉄御嵩駅前にある御嶽宿さん

さん広場で毎月開催。みたけと

んちゃんをはじめとした地元の

美味しい食べ物とビールを味わ

いながら楽しい夜を過ごす、御

嵩町民にとってなくてはならない

イベントです。

エコビアガーデン

みたけとんちゃん
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感
じ
よ
う

み
た
け
の

暮
ら
し

御
嵩
町
で
暮
ら
す
人
々
は
、

ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
な
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
て

見
て
み
よ
う
！

ライフ
ステージ
別

御嵩町での
暮らしって
どんな感じ？

暮
ら
し
の
豊
か
さ
と
潤
い
を
、み
ん
な
で

20



妊
娠
期

出
産
前

0 Start6

不妊治療の助成や妊婦
健康診査の助成券の配
布、新生児聴覚検査費の
助成や、0歳から義務教
育終了まで医療費無料な
どで、費用面の支援を
行っています。また、妊娠
期からの支援や、子育て
期間中の親子のサポート
のため各種相談事業の
充実を図っています。

乳
幼
児
期

約
０
歳
〜
６
歳

児
童
期

約
６
歳
〜
12
歳

妊娠期からの
サポートの充実

お兄ちゃんたちも
産まれてくるのを
楽しみに
まっています

遊ぶ場所が
いっぱい
あるよ！

おもちゃが
たくさん

お友だちが
いっぱい

スポーツ少年団で、
サッカーを
やっています

保育園、
楽しいよ！

児童館の
子どもまつりで
スタッフとして
お手伝いしました

学校の玄関前で「あいさつロー
ド」を作り、登校してきた仲間に元
気よくあいさつをする取り組みで
す。他学年との交流はもちろん、地
域の人にもあいさつをするなど活
動の輪が広がっています。

あいさつロード

太陽光パネルと
蓄電池を設置
しています
岐阜県産の木材をふん
だんに使用している建
物には、太陽光発電施
設、応急電源にもなる
蓄電池が整備されてお
り、環境モデル都市を
代表する施設の一つと
なっています。

従来の児童館にスポーツ施設を併
設した施設で、平成27年（2015）4
月にオープン。交流スペースも設
けており、様々な世代の人が利用、
交流できる拠点となっています。

伏見にこにこ館

太陽光パネ

実は…

子育て中の親子が楽しく遊べる施
設です。ほかの親子と交流し、子
育ての仲間作りができます。絵本
の読み聞かせや、子育て相談のほ
か、親子で参加できる催しがたく
さんあります。

ぽっぽかん

多世代交流の
場でも
あるんです
地域の子育て支援ボラ
ンティア「ぽっぽ母べ
え」 が運営するふれあ
いサロンでは、子育て
中の親子と高齢者など
の異年齢の交流の場と
もなっています。

多世代交流

実は…

21



20 1215
成
人
期

20
歳
〜

児
童
期

（
中
学
）

約
12
歳
〜
15
歳

児
童
期

（
高
校
）

約
15
歳
〜
18
歳

多くの人との
ふれあいが
御嵩町の基礎に
なっています
スイーツ作りから接客にい
たるまですべてを高校生が
担当。地域の人たちと交流
を深めながら社会を学ぶ機
会となっています。

小学生、中学生、高校生をはじめ、
地域の人たちが読書や勉強、語り
合いなどを通して、学び合う場。参
加者は、勉強をしたり、読書を楽
しんだりと思い思いの時間を楽し
んでいます。

御嵩学びあいプレイス活動

一日限定で開かれる地元の高校
生が運営するカフェ。町の無料休
憩所である御嶽宿わいわい館を
利用して、地元の食材などを使っ
たスイーツメニューを提供してい
ます。

あずさCafé

中学校の茶園で60年間続いてい
る舳五山茶の栽培。茶園の除草や
茶摘みなどの作業、地域のみなさ
んとの交流を通して、故郷を誇り
に思う気持ちを育む教育活動を
続けています。

舳五山茶園活動
へごやま

との

実は…

空手を
習っていて、
全国大会にも
出場しました

地元
御嵩のことを
学ぶ授業に
参加しています

成人式の
実行委員として
みんなを

盛り上げました

中学校1年生から
ボランティア活動を
しています

高校の授業で
自分で衣装を作り、
ファッションショーに
参加しています

小学校高学年と中学生の子ども
たちが、「お弁当の日」に、朝からお
弁当作りに挑戦します。食事を作
る楽しさや苦労を知り、食や家族
への感謝の気持ちを育む取り組
みとして続けられています。

食育「お弁当の日」
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だからみんな
元気なんだね！

人との出会い、
特産品との
出会いの日です
コースの途中には、地
元の特産品を提供して
いるコーナーも用意さ
れており、その土地なら
ではの文化も味わうこ
とができます。

御嵩町にある生涯学習のジャンル
は歴史や健康、文学など多彩で、
年齢に関係なく生涯にわたって自
分の興味のあることを学び活動で
きる環境が整っています。

住民に町を散歩してもらいなが
ら、登下校する子どもたちを見守
る取り組みです。住民同士のつな
がりや絆づくりにも一役買ってい
ます。

おSUN歩あるきたい御嵩町生涯学習成人講座

中山道御嶽宿（御嵩町）と細久手
宿（瑞浪市）の間の約11.8kmを
歩くウォーキングイベントです。地
域間連携を図り、広域で地元を盛
りあげています。

中山道往来～なかせんどう  うぉーく～

人との出会

実は…

「健康と安全は
末永く」です
健康のためのウォーキ
ングと防犯のための見
守りを組み合わせた画
期的な取り組みで、メ
ンバーは約500人ほ
ど。参加者もどんどん増
えています。

と安全は

実は…

Iターンして
御嵩町で農業
始めました

小学校で
読み聞かせを
しています

消防団員として
仲間のみんなと
町を守っています

商工会青年部として、
夏まつりなどの
イベントで町を
盛り上げています

このまちに
生まれて77年。
孫の成長が
楽しみです
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広
め
よ
う

御
嵩
の
良
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
な

御嵩町の名所、
ぼくと一緒に
巡ってみようよ！

中山道のまちなみ
24



東海環状自動車道

名鉄広見線

御嵩口

御嵩

明智 顔戸 3 2

1

4

10

57 6

8

11

13

12

9

中山道伏見宿のほぼ中央に位
置するミニ公園。樹齢200年以
上といわれるマツの木を中心
に、あずまや、トイレを整備して
います。

一本松公園13

御嵩駅前に誕生した広場で、物産販売
やビアガーデンなどの多彩なイベント
が頻繁に開催されています。

御嶽宿さんさん広場9

中山道と宿場町の隆
盛、歌人・和泉式部の
伝説など、御嵩町の
持つ奥深い歴史を感
じることができる資
料館です。

中山道みたけ館
6

今はなき伏見宿の本
陣場所を示している
石碑です。

伏見宿
本陣跡碑

12

飛騨木曽川国定公園の
一部である公園。巨岩が
浸食されてできた自然の
景勝地です。

鬼岩公園 1

戦国時代、御嵩を拠点としていた武
将・小栗信濃守が築城した御嵩城。
今は展望台が整備されています。

御嵩城址公園 4

耳の病気にご利益があるといわ
れる全国でも珍しい神社です。供
えてある錐を一本借りて耳に当
て、病気が全快したら年の数だけ
錐を奉納する習わしがあります。

耳神社3

明治10年（1877）頃に
建てられた商家。金融
業、繭、木材、綿布など
を取り扱う総合商社の
先駆けでした。

中山道御嶽宿
商家竹屋

5

鎌倉初期、鬼岩に住み着き悪さをしていた
関の太郎という鬼を４人の武士が討ち取
りました。その首を運ぶ途中、急に重くな
りそこに埋めたという伝説があります。

鬼の首塚 11

御嵩富士を背景
に美しく広がる
石庭は、有名な
京都の龍安寺石
庭の原型といわ
れています。

愚溪寺10

弘仁6年（815）、天台宗の祖最澄の
創建と伝わる古刹。「蟹薬師」「可児
大寺」と呼ばれ、親しまれています。

願興寺7

名
所
巡
り

行
っ
て
お
く
べ
き

中
山
道

な

か

せ

ん

ど

う

来訪者のおもてなしと交流をテーマ
に整備されました。お茶などの提供や
地元の特産品の販売を行っています。

御嶽宿わいわい館8

環境に配慮した高気
密・高断熱の構造で、
太陽光発電や薪ス
トーブなども設置さ
れたエコな建物です。

エコ施設発見！

見本となるエコ施設です

屋根には太陽光パ
ネル、足元にはセ
ラミックボールで
温まる「足癒」な
ど、エコな設備に
あふれています。

エコ施設発見！

太陽光パネルと足癒があります

聖母マリア像

中山道
ゆったり伏見宿

急な上り坂のため、旅人
たちが唄をうたって苦し
さを紛らわしたことから
「うとうざか」になったと
伝えられています。

謡坂石畳2
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名　前：

誕生日：

住　所：

あずさクランチ
平成 26年 10月19日
東濃実業高校（考案者）
　　　   ラ・プロヴァンス

　　　    地元高校生と、地元洋菓子店がコラボレーションし、舳五山茶やホワイトチョコレート等を使用したお菓子です。

自己PR：

御嵩町にある
選りすぐりの

食べ物・飲み物を
紹介するよ！

※掲載した商品は、平成27年11月時点で「みたけ
のええもん認定商品」に登録されているものです

…製作者

…販売者・販売先

名　前：

誕生日：

住　所：

みたけからあげ

平成 27年 11月29日

みたけとんちゃん発展会

イベント限定

　　　    みたけ味噌をベースに、

鶏胸肉をスティック状にして味付け

をしたからあげです。

自己PR：

名　前：

誕生日：

住　所：

みたけ華ず
し

平成 25年
3月27日

みたけ華ず
しの会

　　　    中
山道御嶽宿

にまつわる

物語性を持
った、オリ

ジナリティ
あ

ふれる華の
お寿司です

。

自己PR：

名　前：

誕生日：

住　所：

御嵩道中 焼きおむすび

平成 25年 3月27日

喫茶ぽっかぽか

　　　    地元の食材にこだわり、

江戸時代の庶民・旅人の食生活を

再現した焼きおむすびです。

自己PR：

用したお菓子です。

名　前：

誕生日：

住　所：

ぽっこり緑茶

平成 25年 3月27
日

あゆみ館

あゆみ館・
御嶽宿わいわい館

　　　    地元中学生
が育てた舳五

山茶を使用した、さ
っくりほろほろ

とした軽い口当たり
のクッキーです。

自己PR：

名　前：

誕生日：

住　所：

やまいもん大福
平成 25年 10月20日

東濃実業高校・長春堂
御嶽宿わいわい館・長春堂

　　　    クリームに山芋を使い、
高校生が考えて開発したご当地ス
イーツです。

自己PR：

1月時点で「みたけ
されているものです

先
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名　前：

誕生日：

住　所：

みたけ味噌

平成 25年 1
0月20日

農家生活改善
グループ

御嶽宿わいわ
い館

　　　    添加
物などを一切

使用し

ない、地元産
の大豆と米の

旨味を

引き出した味
噌です。

自己PR：

ぼくは、全部
大好きだよ！

名　前：

誕生日：

住　所：

みたけ中山道らーめん
平成 27年 11月29日

有限会社フーズ・ラボ
イベント限定

　　　    ホルモンを長時間煮込んでスープを作り、チャーシューの代わりにトッピングした土手煮風ラーメンです。

自己PR：

名　前：

誕生日：

住　所：

御嵩の中鉄砲アイス
平成 25年 10月20日

有限会社一心
御嶽宿わいわい館

　　　    美佐野、可児近郊で作っ
ている中鉄砲（大豆）を使った、
豆の味が濃いアイスです。

自己PR：

名　前：

誕生日：

住　所：

中山道味物語

御嶽宿ええもん
御膳

平成 27年 11
月29日

魚邦

　　　    御嵩町
を旅する方への

食

でのおもてなし
を目的に誕生し

た、

中山道を代表す
るご当地弁当で

す。

自己PR：

地弁当です。

名　前：

誕生日：

住　所：

ごへだ味噌
平成 27年 11月29日
農家生活改善グループ
御嶽宿わいわい館

　　　    五平餅だけでなく、様々な料理の引き立て役になる万能の味噌です。

自己PR：

名　前：

誕生日：

住　所：

みたけとんちゃん

平成 26年 10月19日

みたけとんちゃん発展会

よってりゃあみたけ

　　　    町ならではの焼き方・食

べ方が魅力の、全国的に珍しいと

んちゃんの鉄板焼きです。

自己PR：

名　前：

誕生日：

住　所：

かいもちおはぎ

平成 25年 10月20日

みたけ庵

　　　    昔から東濃地方の家庭で

作っていた懐かしい里芋を使った

おはぎです。

自己PR：
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昔
か
ら
今
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

祭
り
。
御
嵩
町
の
元
気
な
人
々
に
よ
っ

て
誕
生
し
、
企
画
運
営
さ
れ
て
い
る
多

様
な
イ
ベ
ン
ト
。
ど
ち
ら
も
、
御
嵩
町

の
一
年
を
彩
る
も
の
で
あ
り
、
町
に
大

き
な
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
大
切
な
ハ

レ
の
日
で
す
。

に
ぎ
わ
い
の

華
が
咲
く

鬼
岩
福
お
に
ま
つ
り

御
嵩
薬
師
祭
礼

あ
ゆ
み
館
ま
つ
り

み
た
け
町
こ
ど
も
ま
つ
り

み
た
け
の
森
さ
さ
ゆ
り
ま
つ
り

よ
っ
て
り
ゃ
あ 

み
た
け

〜
夢
い
ろ
街
道
宿
場
ま
つ
り
〜

顔
戸
八
幡
神
社
祭
礼

中
山
道
往
来

〜
な
か
せ
ん
ど
う  

う
ぉ
ー
く
〜

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

2
月

4
月

4
月

５
月

６
月

8
月

10
月

11
月

4月
あゆみ館
まつり

2月
鬼岩福おに
まつり

ぼくも一緒に
踊るよ！

4月
御嵩

薬師祭礼
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5月
みたけ町
こどもまつり

8月
よってりゃあ
みたけ 6月

みたけの森
ささゆりまつり

10月
顔戸八幡神社

祭礼

たくさんの
祭りやイベントが
あるんだね

～夢いろ街道
宿場まつり～

11月
中山道往来
～なかせんどう
うぉーく～
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育
も
う

み
た
け
を
想
う
心
、育
ん
で
い
こ
う

商家竹屋
30



21

21

21

美
濃
加
茂
市

可　児　市

土　岐　市

可　児　市
兼　山

木
曽
川

木曽
川加茂郡八百津町

瑞
　
浪
　
市

可児川

南
山
溜
池

秋
葉
溜
池

可児御嵩 IC

あけち

伏見宿本陣跡碑

東寺山古墳

伏見小学校
女郎塚

伏見保育園

山田横穴古墳

伏見にこにこ館
中山道

ゆったり伏見宿
顔戸八幡神社

在原行平卿墳

鬼の首塚

御嵩小学校

向陽
中学校

東濃高校

ぽっぽかん
愚溪寺

宝塚古墳

御嵩城址公園
B&G海洋センター

御嵩町役場

みたけ健康館
耳神社

謡坂石畳

牛の鼻欠け坂
中切古墳

上之郷公民館

上之郷保育園

上之郷中学校

上之郷小学校

聖母マリア像

一呑の清水

和泉式部廟所

長岡観音堂

尼ヶ池

真名田
親水公園

金峰ふれあいの森

諸之木峠
展望台

飛騨
木曽

川国
定公

園

鬼岩公園

鬼岩温泉

御嶽宿さんさん広場

みたけ幼稚園
中公民館

願興寺

御嶽宿本陣

中山道御嶽宿  商家竹屋
御嵩保育園

中山道みたけ館
御嵩公民館

御嵩城址
（本陣山城址）

南山公園

グリーンテクノ
みたけ

平芝工業団地

みたけの森

御嶽宿わいわい館

東濃
実業高校

一本松公園

みたけぐち
みたけ

ごう
ど

至土岐 JCT

至しんかに 至細久手宿

至美濃加茂 IC

至太田
宿

中山道

東
海
自
然
歩
道

名鉄広見線

東
海
自
然
歩
道

（
鬼
岩
支
線
）

共和中学校

中保育園中児童館
伏見公民館

名古屋市

御嵩町

東
海
北
陸
自
動
車
道

東海環状
自動車道

中央
自動車道

役場の所在地：
岐阜県可児郡御嵩町御嵩 1239 番地 1

●鉄道でお越しの方
　・名鉄広見線「御嵩」駅から徒歩 5分
　・JR中央線「土岐市」駅から車で約 20分
●車でお越しの方
　・名古屋 ICから小牧 JTを経由し、約 40分

御嵩町の概要

御嵩富士

可児御嵩 IC

みたけ自慢
MAP

知らなきゃ損！

子どもを
連れていける施設が
たくさんあります

広見線の元気は
まちの元気！！

名古屋からも
意外に近い！

願興寺には
国の重要文化財が

たくさん
あるんですよ

このまちでは
みんなが

あいさつをして
いるよ

いっぱい
ありすぎて、
書ききれない！

可

まちには
元気な高齢者が
いっぱいです
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つ
な
が
る

あ
ふ
れ
る

輝
く
ま
ち

第５次総合計画

御
嵩
町
で
は
、
人
と
人
の
絆
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
ま
ち
の
財
産
と
し
て

育
て
て
い
く
と
と
も
に
、地
域
の
資
源
、

ま
ち
の
個
性
に
磨
き
を
か
け
、
人
、

も
の
、
情
報
の
交
流
を
育
む
こ
と
で
、

一
人
ひ
と
り
が
活
躍
し
、
生
き
が
い
と

希
望
に
み
ち
た
魅
力
あ
る
ま
ち
を
め

ざ
し
ま
す
。

御嵩町は、
みんなで一緒に
作っていくんだよ！

緑豊かな自然や街道文化を持ち、環境モデル

都市として低炭素社会の実現に向けた先駆的な

取り組みを進めています。環境未来都市選定を

視野に入れ、良好な環境に誇りを持ちながら、

しっかりと次世代に引き継ぐまちをめざします。

1

　  自然と調和した暮らしの実現　  住民が主体となっている
ゴミ・資源の分別収集　  環境について学ぶため中学生が先
進地を見学

1 2
3

2

3

町民一人ひとりが「協働のまちづくり」に対

する意識の向上を図っていくことが大切です。

生涯にわたる学びの機会を保障し、町民一人

ひとりが互いに学び合い、みんなが笑顔で育

ちあっていくようなまちをめざします。

町民 人ひとりが「協働のまちづくり」に対

1

　  中学生と乳幼児の遊びを通したふれあい　  地域の歴史
文化を学ぶ東濃高校ふるさと学習　  生涯学習講座を楽しむ
参加者たち

1 2
3

2

3

ステキな環境を未来に残そう！みんなが笑顔になるまちに！

良好な環境を
誇りとするまち

笑顔で
育ちあうまち

良好な環境を
誇りとするまち

笑顔で
育ちあうまち
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地域の豊富な資源について学び、価値を見つ

け出し、まちづくりに活かしていくことにより

町民同士のふれあいはもとより、多くのみたけ

ファンと出会い交流し、まち全体に多くの人が

集まるにぎわいのまちをめざします。

　  中山道往来でにぎわう参加者たち　  外務省ツアーでの
おもてなし　  田植えや稲刈りを体験する「田んぼの学校」
1 2

3

地域の豊富な資源について学び 価値を見つ

1

2

自然環境、歴史･文化、住環境、広域交通網

などの資源を活用しつつ、暮らしの場としての

安全性、利便性、快適性の向上はもとより、「御

嵩らしさ」の魅力度を高めることによって、暮

らしてみたくなるまちをめざします。

　  保健師による相談事業　  イベント用にラッピングされた
クリスマスバス　  移りゆく四季の風景を楽しむ
1 2

3

向こう三軒両隣のお付き合いを基本とした地域

コミュニティを育み、また世代を超えた交流を

活発化させることで、人と人、地域と地域のつ

ながりを大切にし、ふれあい・支えあいにより、

安全・安心に暮らせるまちをめざします。

　  幅広い年齢層の人々が参加する防災訓練　  高齢者生き
がい支援センター「あっと訪夢」　  スポーツを楽しむ子ども
たち

1 2
3

安心・安全に暮らせるまちに！御嵩町ならではの暮らしを！ 多くのみたけファンをつくろう！

多くの人が
行き交うまち

暮らしてみたく
なるまち

みんなが
支えあうまち

多くの人が
行き交うまち

暮らしてみたく
なるまち

みんなが
支えあうまち

自然環境 歴史 文化 住環境 広域交通網

1

2

3

3

3

1

2
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御
嵩

物
語

美
濃
の
土
岐
・
可
児
の
間
の

志
月
（
寂
月
・
次
月
）
に
鬼

ケ
窟
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
は
山
が
と
て
も
険
し
く
巨
石
が
積
み

重
な
り
、
水
の
勢
い
も
非
常
に
強
い
場

所
。
そ
ん
な
岩
の
重
な
っ
た
洞
穴
に
、

怪
し
げ
な
一
人
の
賊
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

名
は
「
関
の
太
郎
」。
非
常
な
乱

暴
者
で
、
民
家
を
襲
っ
て
食
物
や
宝

物
を
奪
っ
て
い
き
、
手
向
か
う
者
を
む

ご
た
ら
し
く
殺
し
た
り
傷
つ
け
た
り
す

る
こ
と
も
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。
そ
の

上
、
美
し
い
女
を
見
れ
ば
無
理
無
体

に
連
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
ど
う
い
う
こ
と
か
、
関
の
太

郎
は
怪
し
い
術
を
使
っ
て
空
中
で
も
自

由
に
飛
べ
る
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
人
々
は
、「
関
の
太
郎
」
と
い

う
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
怯
え
て
顔
色

が
悪
く
な
り
、
毎
月
開
か
れ
て
い
た
市

場
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
町
の
人
々
は

非
常
に
悲
し
が
り
、
地
頭
職
の
交
告

盛
康
に
退
治
す
る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
盛
康
は
京
都
に
い
た
た
め
、

家
来
の
中
で
武
勇
の
誉
れ
高
い
４
人
に

退
治
に
向
か
わ
せ
ま
し
た
。

る
と
こ
ろ
に
松
右
衛
門
と
い

う
働
き
者
の
百
姓
が
、
母
と

妻
と
と
も
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
普

段
は
百
姓
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
冬
の
時
期
は
腕
の
良
い
大
工
と
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
松
右
衛
門
は
雪
降
り
に

あ
っ
て
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
ぐ
治
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

熱
は
下
が
ら
ず
、
水
し
か
ノ
ド
を
通

　

４
人
は
交
替
で
町
を
警
備
し
、
関

の
太
郎
を
取
り
押
さ
え
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
神
出
鬼
没
の
上
、
力
も
強
い
。

と
て
も
手
が
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
し

た
が
、
薬
師
如
来
の
力
を
借
り
て
よ

う
や
く
討
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

討
ち
取
っ
た
首
を
首
桶
に
入
れ
、

京
都
に
い
る
主
人
・
盛
康
の
と
こ
ろ
へ

運
ぼ
う
と
し
ま
し
た
が
、
急
に
首
桶

が
重
く
な
り
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

仕
方
が
な
い
の
で
道
の
側
に
据
え
て
置

く
と
、
鬼
に
な
っ
た
首
が
桶
を
破
っ
て

飛
び
出
し
、
檜
の
根
元
に
落
ち
た
た

め
、
そ
こ
に
埋
め
て
塚
を
作
り
、
鬼
の

首
塚
と
し
ま
し
た
。

ら
な
い
た
め
ど
ん
ど
ん
痩
せ
て
い
き
ま

し
た
。
母
と
妻
は
一
生
懸
命
介
抱
す

る
か
た
わ
ら
、「
咳
気
の
神
様
」
に
熱

心
に
お
祈
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
願

い
が
届
い
た
の
か
、
松
右
衛
門
の
風
邪

は
治
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
耳
が
聞

こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
咳
気
の
神
様
に
朝
も
晩
も
お

参
り
し
て
、
治
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

頼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

夢
枕
に
白
い
衣
を
着
た
神
様
が
出
て

き
て
、
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
お
前
た
ち
は
熱
心
に
私
を
信
心
し
て

お
る
。
願
い
を
き
き
届
け
て
や
ろ
う
」

　

目
が
覚
め
た
松
右
衛
門
は
、
自
分

の
耳
が
聞
こ
え
て
い
る
こ
と
に
大
変
喜

び
、
神
様
へ
の
お
礼
に
と
小
さ
い
お
堂

を
建
て
、「
塞
が
っ
て
い
た
耳
の
聞
こ

え
を
よ
く
す
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
、

自
分
の
大
事
な
大
工
道
具
の
錐
を
供

え
ま
し
た
。
い
つ
し
か
「
耳
神
様
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で

は
、
自
分
の
年
齢
の
数
の
錐
を
す
だ

れ
の
よ
う
に
編
ん
だ
も
の
を
供
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

鬼
の
首
塚

耳
神
さ
ま

まちには、
未来に残して
いきたい物語が
たくさんあるよ

東

あ

が
い
き

き
り

※「鬼の首塚」や「耳神社」はP25.名所巡りにも掲載しています。
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御
嵩
町
長
　
渡
邊
公
夫

御
嵩
町
を

み
ん
な
で
一
緒
に

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

御
嵩
町
に
あ
る
御
嵩
町
に
し
か
な
い

み
た
け
の
「
わ
」。

い
ろ
ん
な
魅
力
が
生
ま
れ
、

次
々
と
巡
り
な
が
ら

ど
ん
ど
ん
磨
か
れ
て
い
く
。

こ
ん
な
ま
ち
だ
か
ら
、

き
っ
と
未
来
も
「
わ
」
に
よ
っ
て

ス
テ
キ
に
輝
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

御
嵩
町
は
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
と
し
て
、Ｃ
Ｏ  

の
大
幅

な
削
減
を
目
指
す
ま
ち
で
す
。
環
境
へ
の
高
い
意
識
を
持
ち
、

未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

豊
か
で
清
ら
か
な
自
然
の
な
か
で
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も

を
育
む
教
育
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
充
実
し
た
福
祉
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
、
ま
た
産
業
・
商
業
の
振
興
と
雇

用
の
創
出
な
ど
、
だ
れ
も
が
前
向
き
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
た

め
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
災
害
時
に
備
え
た
施
設
整
備
・
地
域
防
災
を
支

え
る
人
材
の
育
成
を
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
「
思
い
つ
く
」

こ
と
で
あ
り
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
生
か
す
の
は
人
と

人
の
つ
な
が
り
で
す
。

　

町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
行
動
し
、
町
へ
の
力
と

な
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
魅
力
あ
る
御
嵩
町
」

を
未
来
へ
繋
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
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